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文
字
の
大
き
さ
を
大
き
く
し
て

ほ
し
い
。

【
回
答
】

文
字
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
も
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
一
部
の
説
明
箇
所
等
に
つ

い
て
は
大
き
く
す
る
よ
う
に
改
良

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

各
記
事
に
つ
い
て
は
専
門
的
で
わ

か
り
に
く
い
と
の
ご
指
摘
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
た
め
に
字
数
が
増
え

て
し
ま
い
、
結
果
、
小
さ
な
字
で

ペ
ー
ジ
に
収
め
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

今
後
、
各
記
事
の
内
容
を
整
理

し
て
文
字
量
を
少
な
く
す
る
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
す
る
な
ど
し
、

全
体
的
に
文
字
を
大
き
く
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
検
討
い
た
し
ま
す
。

助
任
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

（
L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）点
灯
式

平
成
25
年
12
月
９
日
、
常
三
島
キ
ャ

ン
パ
ス
の
助
任
の
丘
で
、「
助
任
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
（
L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
）
点
灯
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
徳

島
大
学
が
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め

る
た
め
，
学
生
、
教
職
員
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
々
も
参
加
で
き
る
総
合
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

公
益
財
団
法
人
と
く
し
ま
産
業
振
興
機

構
に
よ
る
「
光
の
八
十
八
ヶ
所
」
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
点
灯
式
で
は
、
参
加
し
た
約

2
0
0
名
が
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行

い
、
L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点

灯
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
L
E
D
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
助
任
の
丘
か
ら
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
、
工
学
部
時
計
台
ま
で

を
学
生
や
教
職
員
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

L
E
D
の
光
で
彩
り
、
音
や
人
の
動
き

に
反
応
し
て
発
光
す
る
も
の
、
映
像
が

変
化
す
る
も
の
な
ど
、
見
る
人
が
参
加

し
な
が
ら
楽
し
め
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ラ
ッ
カ
技
術
大
学
の

工
学
系
学
部
長
一
行
が

本
学
を
表
敬
訪
問

平
成
25
年
12
月
17
日
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
マ
ラ
ッ
カ
技
術
大
学
の
工
学
系
学
部

長
一
行
が
本
学
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

マ
ラ
ッ
カ
技
術
大
学
は
工
学
部
と
部

局
間
協
定
を
締
結
し
、
こ
れ
ま
で
研
究

交
流
や
留
学
生
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
訪
問
は
、
本
学
の
視
察
と

留
学
生
交
流
の
推
進
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
訪
問
団
の
1
人
で
あ
るB
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製
造
工
学
部
長
は
本
学
工
学

研
究
科
で
学
び
、
修
士
の
学
位
を
取
得

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
で
博

士
の
学
位
を
取
得
し
、
現
在
は
マ
ラ
ッ

カ
技
術
大
学
で
教
育
研
究
を
行
い
な
が

ら
、
本
学
へ
の
留
学
生
派
遣
の
支
援
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
4
月
に
は
、
マ
ラ
ッ
カ
技

術
大
学
か
ら
、
大
学
院
先
端
技
術
科
学

教
育
部
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
留
学
生
受
け
入
れ
が
決
ま
り
、

本
学
と
の
関
係
は
益
々
強
化
さ
れ
て
い

く
予
定
で
す
。

第
42
回 

徳
島
大
学
駅
伝
大
会

平
成
26
年
1
月
25
日
、
徳
島
中
央
公

園
に
て
第
42
回
徳
島
大
学
駅
伝
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
大
会
は
学
生
及
び

教
職
員
と
の
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
体

力
・
気
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
徳
島
大
学
体
育
団
体
連
合
会
と
徳

競
技
終
了
後
は
優
勝
チ
ー
ム
に
優
勝
杯

と
副
賞
、
成
績
上
位
チ
ー
ム
に
副
賞
、

応
援
頑
張
っ
た
で
賞
等
の
特
別
賞
が
各

チ
ー
ム
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年 

度
康
楽
賞
贈
与
式

平
成
25
年
度
の
康
楽
賞
受
賞
者
（
教

員
12
名
、
学
生
48
名
（
う
ち
学
術
研
究
関

係
24
名
、
奨
学
生
24
名
））
が
決
定
し
、
平

成
26
年
1
月
28
日
、
長
井
記
念
ホ
ー
ル

に
お
い
て
贈
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

康
楽
賞
は
、
公
益
財
団
法
人
康
楽
会
よ

り
、
本
学
の
教
員
で
そ
の
研
究
に
成
果

の
あ
っ
た
者
及
び
本
学
の
学
生
で
学
業

成
績
等
が
優
秀
で
あ
る
者
に
対
し
、
賞

状
及
び
賞
金
が
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
昭

和
26
年
に
創
設
さ
れ
、
今
回
で
63
回
目

　
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

本
学
と
香
川
大
学
、
愛
媛
大
学
、
高
知

大
学
、
鳴
門
教
育
大
学
の
５
大
学
の
学

長
ら
が
出
席
し
、
今
後
の
連
携
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
か
ら

板
東
久
美
子
審
議
官
を
お
迎
え
し
て

「
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
大
学
」
と

題
し
て
の
特
別
講
演
、
大
塚
製
薬
株
式

会
社
薬
事
部
檜
山
隆
司
氏
、
株
式
会
社

東
京
大
学
T
L
O
代
表
取
締
役
社
長

山
本
貴
史
氏
に
よ
る
基
調
講
演
も
行
わ

れ
、
出
席
し
た
約
1
3
0
名
の
企
業
関

係
者
、
官
公
庁
関
係
者
、
大
学
関
係
者

ら
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
ド
総
領
事

A
seem

 M
ahajan 

氏
が

本
学
を
表
敬
訪
問

平
成
26
年
2
月
26
日
、
大
阪
イ
ン
ド

総
領
事
館
のAseem

 M
ahajan

総
領

島
大
学
主
催
で
毎
年
1
月
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
回
は
、
5
人
の
走
者
で
構

成
す
る
学
生
チ
ー
ム
38
団
体
（
男
子
31
、

女
子
7
）
と
職
員
チ
ー
ム
1
団
体
（
男
子
）、

1
9
5
人
が
、
男
子
16
Ｋ
ｍ
、
女
子

10
Ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
健
脚
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
部
活
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
走
る

チ
ー
ム
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う

チ
ー
ム
も
あ
り
、
真
剣
勝
負
の
中
に
も

し
ば
し
ば
笑
い
と
歓
声
が
起
こ
り
、
応

援
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
結
果
、
女

子
は
陸
上
部
A
、
男
子
は
職
員
チ
ー

ム
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ラ
ン
ナ
ー
ズ
A

が
優
勝
し
ま
し
た
。
一
人
の
故
障
者
も

な
く
す
べ
て
の
チ
ー
ム
が
無
事
完
走
し
、

で
す
。

　
贈
与
式
で
は
、
受
賞
者
一
人
一
人
に

香
川
学
長
か
ら
賞
状
の
授
与
、
公
益
財

団
法
人
康
楽
会
よ
り
ご
臨
席
い
た
だ
い

た
野
田
理
事
か
ら
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
大

学
院
ソ
シ
オ
・
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
部 

邵 

迎
建 

教
授
よ
り

公
益
財
団
法
人
康
楽
会
に
対
し
て
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

四
国
産
学
官
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

共
同
推
進
機
構
キ
ッ
ク
オ
フ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
平
成
26
年
1
月
31
日
、
ホ
テ
ル
ク
レ

メ
ン
ト
徳
島
に
て
、
四
国
産
学
官
連
携

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
共
同
推
進
機
構
キ
ッ

ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
四
国
産
学
官
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
共
同
推
進
機
構
は
、
「
四
国
５
大
学

連
携
に
よ
る
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

形
成
事
業
」
（
文
部
科
学
省
国
立
大
学

改
革
強
化
推
進
補
助
金
）
の
３
つ
の
事

業
の
１
つ
と
し
て
平
成
25
年
10
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
本
機
構
は
、
四
国
内
の

５
国
立
大
学
が
連
携
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
で
創
出
さ
れ
た
知
的
財
産
を
集
積

し
、
効
率
よ
く
産
業
界
へ
橋
渡
し
す
る

こ
と
に
よ
り
、
研
究
活
動
の
活
性
化
と

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受賞者と大学関係者ら

事
が
本
学
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
今

回
の
訪
問
は
、
イ
ン
ド
の
大
学
と
交
流

協
定
を
締
結
す
る
等
、
イ
ン
ド
と
の
交

流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
本
学
と
、

更
に
関
係
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

Aseem

 M
ahajan

総
領
事
か
ら
は
、

イ
ン
ド
の
現
状
と
し
て
、
人
口
の
半
分
が

25
歳
以
下
で
若
い
こ
と
、
そ
の
人
々
に
教

育
と
仕
事
を
与
え
る
こ
と
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
が
、
そ
れ
故
の
大
き
な
可
能

性
が
あ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ド
で
糖
尿
病
が
大
き
な
問

題
で
あ
る
こ
と
が
徳
島
の
現
状
と
共
通

す
る
た
め
、
こ
の
分
野
の
共
同
研
究
に
つ

い
て
も
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
若
い
世
代
の
交
流
に
、
本
学
も

協
力
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

「An underwater hill（水面下の丘）」助任川の
水中から見た風景のイメージ

「ヒカリノ Wall painting」人の動きに反応
して映像が変化

いざ、スタート！

（男子）　
優勝：ランチタイム
         ランナーズ A
2位： 城山防衛隊
3位： 陸部 1年

（女子）
優勝： 陸上部 A
2位： 女子ラクロス部
3位： 陸上部 B

5国立大学で連携
マラッカ技術大学工学系学部長一行と
本学関係者ら

左からAseem Mahajan総領事、香川学長、高石理事、野地理事
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第
7
回 

特
別
展

「
江
戸
時
代
後
期
に
出
版
さ
れ
た

世
界
図
と
日
本
図
」

平
成
25
年
12
月
3
日（
火
）～
平
成
26
年
2
月
21
日（
金
）

第
8
回 

特
別
展

「
徳
島
大
学 

福
島
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ふ
く
し
ま 

と
く
し
ま 

と
も
に
歩
も
う
」

開
催
中

平
成
26
年
3
月
7
日（
金
）～
4
月
25
日（
金
）

徳
島
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
徳
島

藩
主
旧
蔵
の
伊
能
図
や
阿
波
・
淡
路
国

絵
図
を
は
じ
め
、
2
0
0
点
余
り
の

古
地
図
・
絵
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
第
7
回
特
別
展
で
は
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
特
に
江

戸
時
代
後
期
に
出
版
さ
れ
た
世
界
図
と

日
本
図
、
半
球
図
や
天
文
図
な
ど
を
中

心
に
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
期
間
中
に

は
、
総
合
科
学
部
長
で
地
理
学
専
門
の

平
井
松
午
教
授
に
よ
る
展
示
解
説
の
ほ

か
、「
江
戸
時
代
の
世
界
図
と
日
本
海

の
呼
称
」
と
い
う
演
題
で
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
の
青
山
宏
夫
教
授
の
講
演
会

も
開
催
し
ま
し
た
。「
江
戸
時
代
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
一
端
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
8
回
の
特
別
展
は
、
福
島
原
発
事

故
以
来
、
徳
島
大
学
が
福
島
県
白
河
市

と
協
定
を
結
ん
で
活
動
し
て
い
る
復
興

支
援
の
報
告
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の
2
回
目
の
展

示
会
で
す
が
、
徳
島
大
学
支
援
グ
ル
ー

プ
の
支
援
活
動
の
成
果
が
実
っ
て
、
一

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
10
回
徳
島
大
学
国
際
展
開
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
母
国
で
振
り
返
る

私
の
徳
島
大
学
留
学
生
時
代
」

平
成
26
年
3
月
6
日
、
阿
波
観
光
ホ

テ
ル
に
て
、
第
10
回
徳
島
大
学
国
際
展

開
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
母
国
で
振
り

返
る
私
の
徳
島
大
学
留
学
生
時
代
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
国
際
連
携
戦
略
室
と

国
際
セ
ン
タ
ー
の
企
画
に
よ
る
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
徳
島
大
学
留
学
後
に
母

国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
お
招
き

し
、
講
演
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

今
回
は
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
4
人
の
元
留
学

生
に
、
徳
島
で
の
生
活
、
留
学
時
代
の

研
究
、
現
在
の
仕
事
等
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
来
日
し
た

4
人
は
、
す
べ
て
母
国
で
大
学
の
教
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
研
究
の
第

一
線
で
活
躍
す
る
の
み
な
ら
ず
、
母
国

の
学
生
に
日
本
へ
の
留
学
を
指
導
す
る

立
場
に
な
っ
て
い
る
元
留
学
生
も
お
り
、

研
究
と
教
育
の
両
面
か
ら
本
学
の
国
際

化
を
支
え
る
人
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

講
演
終
了
後
に
は
本
学
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
意
見
は

様
々
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
元
留
学
生

か
ら
も
、
徳
島
大
学
を
大
切
に
思
い
、

母
校
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
る
姿
勢
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
香
川
学
長
か
ら
4
人
の
元

留
学
生
に
対
し
、
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
徳
島
大
学
学
長
表
彰

授
与
式

平
成
26
年
3
月
10
日 

、
徳
島
大
学

新
蔵
本
部
事
務
局
に
お
い
て
、
平
成
25

医
学
部
白
衣
授
与
・

S
tu
d
en
t D
o
cto
r

認
定
証
授
与
式

　
平
成
26
年
３
月
13
日
、
大
塚
講
堂

に
て
、
医
学
部
白
衣
授
与
・Student 

D
octor

認
定
証
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

本
授
与
式
は
、
約
１
年
間
の
病
院
で
の

臨
床
実
習
を
行
う
医
学
部
医
学
科
生
に
、

医
療
の
現
場
に
入
る
自
覚
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
、
医
学
部
と
病
院
が
臨
床
実

習
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
授
与
式
で

は
、
97
人
の
学
生
に
白
衣
とStudent 

D
octor

認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
授
与
式
で
は
、
苛
原
医
学
部
長
か
ら

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、
医
師
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
実
習
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
の
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
学
生
を
代
表
し
て
小
林
ま
り
や
さ

ん
が
宣
誓
を
行
い
、
岩
橋
祥
子
さ
ん
に

続
い
て
、
学
生
一
人
一
人
に
認
定
証
と

白
衣
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

青山宏夫教授による講演会

年
度
徳
島
大
学
学
長
表
彰
授
与
式
を
行

い
ま
し
た
。
徳
島
大
学
学
長
表
彰
は
、

学
業
成
績
、
研
究
、
課
外
活
動
及
び
社

会
活
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
又
は

成
果
を
修
め
た
学
生
又
は
高
い
評
価
を

受
け
た
学
生
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

当
日
は
、
受
賞
し
た
37
名
の
学
生
と

8
つ
の
団
体
の
代
表
者
の
う
ち
、
34
名

が
授
与
式
に
出
席
し
、
香
川
学
長
か
ら

一
人
一
人
に
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
授
与
後
、
香
川
学
長
か
ら

は
「
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
を
続
け
、
い
っ

そ
う
上
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の

励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞

者
を
代
表
し
て
総
合
科
学
教
育
部
博
士

前
期
課
程
2
年
の
坂
口
由
貴
子
さ
ん
か

ら
は
「
今
後
も
徳
島
大
学
の
名
に
恥
じ

ぬ
よ
う
精
進
し
ま
す
」
と
の
謝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

認定証の授与

パネルディスカッションの様子

学長表彰を受けた皆さんと大学関係者


